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探究型授業で未来創造⼒
理⼯系の知識で社会課題を解決

SHIBAURA��の⽬的

ってどんな授業？

Global Communication

GCの⽬的

グローバル社会で活躍するエンジニアを育成

GC副題

「セカイ」を発見して

「ミライ」を創る能力を養う

100年近い歴史を持つ本校では、変えないもの、変わら
ないものがある⼀⽅で、変えるもの、新しくスタート

させるものがあります。

予測のつかない速さで変化をし続ける、今の社会に対

応できる⼈材を育成するためには、学校も常に変化し

ていく必要があるからです。（本校HP）

国際性のみでなく多様性を

前提とした思考のできる⽣

徒を育てます。

また、コミュニケーション

スキルを⾝につけるととも

に、ホームルームや教科連

動で社会課題の解決を⽬指

します。（本校HP）

「本校のPBL学習は、⽣徒が⾝の回りや社会、世界の課題“本質的な問い”を“⾃分ごと”として捉え、興味・関⼼・情熱をも
って、他者と協働し、複数の案を⽤意し、⽣徒間での分析と批評を重ね、発表を⾏う学習です。教師は、学問的な厳密さや

真正さ、社会とのつながりなどを⽀援します。PBL学習を繰り返し経験することで、想像⼒・創造性・探究⼼を育みます。
真にグローバルに活躍する⼈に、世界との架け橋になれるよう、レポート・プレゼンに留まらず、ポスターセッションや⽣

徒の創造性を尊重した様々な表現⽅法を経験します。（本校HP）
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晴海橋梁



中１１学期
TOYOASOBI

ミッション：TOYOSU解剖図鑑を作ろう
問い：私たちはどのような場所と時代にいるのか

TOYOSUを伝えよう
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中１��2学期
EDOMONO

中１��3学期
Our SDGs3

ミッション：江⼾の伝統⼯芸品のミライを考える
問い：その技をミライへつなぐためのアイデアを考えよう

ミッション：ミライへの決意を形にする
問い：来年の中学1年⽣に決意を伝えよう
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中２１-2学期
KOKOJIMAN

ミッション：地域振興のため�に⾃分たちができること、    
      10年後の⾃分た�ちができることを考えよう����
問い：各地域の振興策から課�題とハードルを調査する．

それを解決するための�アイデアを考える．

中学2年⽣では⻑野農村合宿（3泊4⽇）と、中学3年⽣では、アメリカ海外教育旅⾏（2週間）と組み合わせた探究プログラムを⾏う
予定です．
SHIBAURA探究スキルに基づき、多様な探究スキルに触れるようなプログラムと、多様なアウトプットを⽤いたExhibition（発表）
で質の⾼いPBLを複数回通して、探究する姿勢とスキルを⾝につけます．
中学1年⽣では、Googleスライド、動画、創作物（川柳とカルタ）、中学２年⽣では、Google�Earthプロジェクト、ポスター、パン
フレット、ショート論⽂など多岐にわたるアウトプットを経験します。



(1)�探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な
知識及び技能を⾝に付け，課題に関わる概念を形成

し，探究的な学習のよさを理解するようにする。

(2)�実社会や実⽣活の中から問いを⾒いだし，⾃分で課
題を⽴て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表

現することができるようにする。

探究の⾒⽅・考え⽅を働かせ，横断的・総合的な学習

を⾏うことを通して，⾃⼰の在り⽅⽣き⽅を考えなが

ら，よりよく課題を発⾒し解決していくための資質・

能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。

(1)�探究の過程において，課題の発⾒と解決に必要な知
識及び技能を⾝に付け，課題に関わる概念を形成し，

探究の意義や価値を理解するようにする。

(2)�実社会や実⽣活と⾃⼰との関わりから問いを⾒いだ
し，⾃分で課題を⽴て，情報を集め，整理・分析し

て，まとめ・表現することができるようにする。

⽬標を実現するにふさわしい探究課題については、地域や学校の実態、⽣徒の特性等に応じて、例えば、国際理解、情

報、環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題、地域や学校の特⾊に応じた課題、⽣徒の

興味・関⼼に基づく課題、職業や⾃⼰の進路に関する課題などを踏まえて設定すること。

学びに向かう⼒、⼈間性等については、⾃分⾃⾝に関すること及び他者や社会との関わりに関することの両⽅の視点を踏

まえること。

 ⾼等学校ではこれまでの「総合的な学習の時間」が「総合的な探究の時間」へ、その他「探究」と名前のつく６科⽬が新

設されました。総合的な学習の時間と⼤きく変わった点は、教科や科⽬を超えた横断的な授業になるように、各学校におけ

る教育⽬標を踏まえて設定することを⽰した点です。さらに、指導計画の作成と内容の取り扱いにおいて配慮すべき点が挙

げられています。その中で、特筆すべき2点を紹介します。

 中学校は2021年度から、⾼等学校は2022年度から改訂学習指導要領が実
施されます。�情報化・グローバル化の加速度的進展やAIの⾶躍的な発達に
より、⼤きく激しく変化する社会、いわゆる予測困難な時代にあっても、

⼦どもたちには、前向きに変化を受け⽌め、よりよい豊かな未来の創り⼿

になっていくことが期待されています。⼦どもたちが社会の変化に対応

し、⽣き抜くために必要な資質・能⼒を育み、向上させることを⽬的とし

て改訂されました。

探究的な⾒⽅・考え⽅を働かせ，横断的・総合的な学

習を⾏うことを通して，よりよく課題を解決し，⾃⼰

の⽣き⽅を考えていくための資質・能⼒を次のとおり

育成することを⽬指す。

(3)�探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも
に，互いのよさを⽣かしながら，積極的に社会に参画

しようとする態度を養う。

(3)�探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いの
よさを⽣かしながら，新たな価値を創造し，よりよい

社会を実現しようとする態度を養う

「��的な��の時間」
「��的な��の時間」

とは�
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総合的な学習の時間（中学） 総合的な探究の時間（⾼校）

知識・技能

思考⼒・判断⼒・表現⼒等

学びに向かう⼒・⼈間性等

未来教育会議�⼈⼀⽣の育ちレポート（未来教育会議2018）

⽬標


